
あらゆるエネルギー問題から解放された地球を創る
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自然エネルギー財団RE-Users
2026年度第1回オンラインセミナー

“GHGプロトコル改定見据え、需要家は何を準備すべきか”

講演資料

株式会社JERA Cross
コンサルティング本部 Principal 大塚 文平

2026年9月15日
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自己紹介

株式会社JERA Cross
GXコンサルタント Principal
大塚 文平

• 日系エネルギー会社を経て、外資系戦略コンサルティングファームへ参画
エネルギー業界を中心として、戦略策定・トランスフォーメーション等の支援を行う

• JERA Cross参画後は、業界を問わず、
GXに関するテーマで、コンサルティング支援を多数展開

• 主なご支援実績（抜粋）
– 大手食品メーカー ：脱炭素ロードマップ策定支援
– 大手製造業向け ：長期市場環境予測
– 大手総合不動産デベロッパー ：系統用蓄電池参入戦略支援
– 大手鉄道事業者 ：電力小売新規参入戦略支援
– 大手通信事業者向け ：VPP・DR・BG最適化戦略支援
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Agenda
GHGプロトコル改定に対する需要家の現在地

JERAグループのご紹介

需要家が準備すべきこと

（補足）
本日のテーマは、「アワリーマッチング」と理解しておりますが、需要家を主語にすると、アワリーマチング単体で捉えず、
GHGプロトコル改定を一体で捉える場合が多い為、上記アジェンダを設定しております
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JERA：国内の発電量約1/3を担う、国内最大規模の発電事業者

現在、JERA供給力が日本国内の
総発電量に占める割合 約1/3

武豊火力発電所

2015

東京電力と中部電力
が「グローバルエネル
ギー企業」の設立を約
束し50:50のジョイント
ベンチャーが誕生

2019

JERAへの
事業資産統合完了

2024

約3,600万トン

約5,900万kW

約8.4兆円

1,437億円

LNG取扱量3

国内発電容量2

総資産

当期利益1

JERAのこれまでの歩み

We are here

1. 燃料費調整の期ずれ影響は除く
2. 建設中を含む / 国内は共同火力保有分を除く
3. 2023年度数値 / トレーディング数量を含む

3.4兆円当期売上高 約

約
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JERA Cross： GXマーケットを開拓する為、出島組織として2024年5月に設立

MISSION

脱炭素を、コストから価値へ
Redefining decarbonization. Turning compliance into value driver.

VISION

エネルギー×テクノロジー×コンサルティングで、
成長と変革を共創する伴走型パートナーに

A trusted partner unlocking growth with energy, technology, and consulting. 

Confidential 資料転載・転送禁止
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JERA Crossのポジション：脱炭素に関する戦略・ロードマップの策定から電源供給も含
む脱炭素の実行まで一気通貫でご支援する“脱炭素のワンストップパートナー”

＜ JERA Crossの事業 ＞

概要

脱炭素推進に必要なこと

戦略策定 実行

✓ 脱炭素の意義や目的の整理

✓ 目標水準の設定

✓ 必要コストの試算及び最適ポー
トフォリオの策定

✓ 目標に向けたロードマップ策定

✓ 社内合意の形成

✓ ロードマップに沿った再エネ電力や
環境価値の調達（調達要件に
合致し、かつ経済性の高い電源
の探索・確保）

✓ 実行断面での課題を解決するソ
リューションの調達

GTS

戦略・ロードマップ
策定支援

✓ JERA Crossは、脱炭素に関する戦
略立案・ロードマップ策定から、電力
調達を含めた実行断面までで一気
通貫でご支援する”脱炭素化のワン
ストップパートナー”

✓ 社内メンバーは“課題解決・戦略策
定のスペシャリスト”と“電力のスペシャ
リスト”、それぞれの第一線のメンバー
が集結

GEM

脱炭素実行支援

プ
レ
イ
ヤ
ー

他社A

他社B

Confidential 資料転載・転送禁止
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Agenda
GHGプロトコル改定に対する需要家の現在地

JERAグループのご紹介

需要家が準備すべきこと
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GHGプロトコル改定のスケジュール：そもそも現時点では、未確定な事項が多い

Scope2に関するパブリックコンサルテーション（意見公募）
2025年10月
-2026年1月

スケジュール更新発表
ISOとの標準統合に向け、新たなロードマップも公表

2026年7月

ドラフト案公表及びパブリックコンサルテーション
2027年Q2

（予定）

最終公表
2028年Q4

（予定）

改定スケジュール

Hourly Matchingに限らず、改定内容案に対して意見が割れている

2027年最終公表と見られていたスケジュールが2028年Q4へ後ろ倒し

公表後の発効・段階適用の時期は未定

Source：GHG Protocol「Key Standard Development Updates: FAQ 
Resource」（2026年7月29日）
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改定に対する意見：パブコン結果では、日系企業からも反対の声が多数

【厳格化3論点に対する意見】
（国内企業のパブコン結果）

74%

26%

反対

賛成

Hourly
matching

79%

21%

反対

賛成

Deliverability

72%

28%

反対

賛成

SSS

Source：GHG Protocol「Scope 2 Public Consultation Feedback Raw 
Data」(2026年7月29日) 
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JERA Crossアンケート結果：当面は情報収集・様子見という需要家が中心だが、対応開始済の
需要家も一部存在

GHGプロトコル
改定対応状況

テーマ ：GHGプロトコル改定解説
日時 ：2026年7月22日
参加者 ：300名超（需要家企業多数）

概要 アンケート結果

18%

75%

6%
対応開始済

情報収集中

未着手
プロトコル改定・HM率対応が決め手という訳では無く、
脱炭素推進として、CPPA導入・検討の声が多数
結果的に、プロトコル改定の準備にも貢献

• “プロトコルによらず、脱炭素目標に向け再エネ必須”
• “証書需給逆転見据え、証書依存率を低下”
• “価格ボラティリティ低減の為にCPPA導入”
• “結果的に、HM率向上にも貢献”

制度が固まっていない中で動くことがリスクという声が多数

• “内容・影響がわかるまでは、当面様子見”
• “制度内容が固まるまでにCPPA導入しても無駄のリスク”
• “社内でも「なぜ、今」の社内説明がつかない”
• “そもそも内容が複雑でよくわからない”

【需要家の声（抜粋）】
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需要家の対応進捗：GHGプロトコル改定がCPPA導入判断を難しくする一方で、先行企業では停
止ではなく、次の準備を進めている

改定を前提に、HM等の
次世代調達手段を先行検証

先行対応型リスクヘッジ型

脱炭素目標・経済性に基づく
CPPAが結果として改定の備えに

脱炭素対応は進めるが、
改定が読めない為、CPPAまで
踏み切れない

様子見型

不確実性が高く、
そもそも再エネ調達方針を決めき
れない

CPPA導入

考え方

• CPPA導入済

• HM先行実証へ参画
• 加えて、蓄電池で調達高度化

• CPPA導入済・検討中
• 再エネメニュー・非化石証書の

依存率低下を進める

• 脱炭素目標、証書需給逆
転、経済性観点でCPPA導入

• 改定対応を目的とせず、
結果として改定後も有効な調
達PFを構築するとい考え方

• CPPA未導入
• 当面は再エネメニュー・非化石

証書を活用

• プロトコル改定が控える中で
長期契約前提PPAは困難

• 改定後の要件が明確になるま
で、現在対応を継続

• CPPA未導入
• 再エネメニューや非化石証書

の活用も未定

• CPPA含む再エネ調達方針
そのものを検討する段階

未着手型
ごく一部一部多数一部

GHGプロトコルに対する対応進捗度

プロトコル改定がCPPA導入判断を難しくさせている プロトコル改定が調達高度化を考える契機になっている
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需要家として考えるべきこと：不確実性はGHGプロトコルに限らない為、様子見を続けても、明確な
正解を出し切ることは困難。先ずは自社の現在地を把握し、それに応じた準備を進めることが重要

GHG
プロトコル改定

原発再稼働

ペロブスカイトの
開発

洋上風力制度
見直し

系統制約

メガソーラー規制

GX-ETS 水素・アンモニア

DC・AI等の
電力需要増

資源価格高騰

FIT証書需給
逆転

エネマネ高度化

改定を前提に、HM
等の次世代調達手
段を先行検証

先行対応型リスクヘッジ型

脱炭素目標・経済性
に基づくCPPAが結果
として改定の備えに

脱炭素対応は進める
が、改定が読めない
為、CPPAには踏み切
れない

様子見型

不確実性が高く、
再エネ調達方針を決
めきれず

• CPPA導入済• CPPA導入済
・検討中

• 再エネメニュー・非
化石証書の依存
率低下を進める

• CPPA未導入
• 当面再エネメ

ニュー・非化石証書
活用

• CPPA未導入
• 再エネメニューや非

化石証書の活用も
未定

未着手型
ごく一部一部多数一部

GHGプロトコルに対する対応進捗度

脱炭素を取り巻く不確実性

先ずは自社の現在地を把握し、左記の不確実性を様子見するのではなく、
複数の将来シナリオ予測を行って、次の一手を準備していくことが必要
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Agenda
GHGプロトコル改定に対する需要家の現在地

JERAグループのご紹介

需要家が準備すべきこと



14©️ 2025 JERACross Co., Inc. All Rights Reserved.

Confidential 資料転載・転送禁止

需要家が準備すべきこと：再エネ調達ポートフォリオ設計から将来ルールを見据えた先行実証まで、
JERA Crossが次の一手を共に具体化

未着手型

様子見型

リスクヘッジ型

先行対応型

• 不確実性が高い為、そもそも最適な再エネ調達ポート
フォリオが定まっていない

• CPPAに踏み切って良いか判断出来ない

• 自社の電力需要カーブに応じた、CPPA・再エネメニュー
/証書の最適な組み合わせが判断出来ない

• HM含め、将来ルールに対応した
再エネ調達の高度化を進めたい

よくあるご相談事項 需要家が準備すべきこと案/JERA Crossの価値

• 脱炭素ロードマップ策定
→将来を当てるより、複数の将来シナリオに
耐えられる再エネポートフォリオを作ることが肝要

– セグメント別の電力需要カーブ分析
– 将来の不確実性を複数シナリオで予測

（将来電力価格、証書需給ひっ迫）
– 複数の将来シナリオの中で、

目指すべき将来像の策定
– 最適再エネ調達ポートフォリオ策定

• プロトコル改定を見据えた実証
（実務上の課題含めて洗い出し・解消）
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圧倒的な技術力 Hourly matchingの信頼性

日本初24/7 CFE
供給システムの構築・提供

高精度の発電・需給予測と調整
可能電源運転のための最適化
技術をフルクラウドで実装・オーケ
ストレートし実現

日本初、水素専焼のゼロエミッション火力で
発電した電力の商用利用 プレスリリース
（2024年） | JERA

Point 24/7 CFE
特許取得

供給地点よりも細分化された供
給単位において、24/7カーボンフ
リー電力の供給を可能にする予
測・最適化制御技術

JERA Cross丨24/7 Carbon Free 
Energy 技術紹介

24/7 CFE 蓄電池制御
特許取得

24/7カーボンフリー電力におい
て、蓄電池を活用した電力供給
を可能にする予測・最適化制御
技術

Hourly matching
国際標準準拠

24/7カーボンフリー電力の実現に
必須なHourly matchingの国
際標準である、“Energy Tag”
に準拠しデータの信頼性を担保

国際的プラットフォーマー
との戦略提携

Hourly matching実施の証明
書を発行している2大巨頭と連携
し、信頼性を担保

JJERA CrossがスペインFlexidao社と戦略
的パートナーシップを締結 / Granular 
Energy社への出資 プレスリリース（2024
年） | JERA特許番号 7607106 特許番号 7678926

技術開発例：高精度な需給マッチングやトラッキングは勿論、国際標準にも準拠したアプ
ローチを採用

先行実証 ロードマップ

https://www.jera.co.jp/news/information/20241129_2071
https://www.jera.co.jp/news/information/20241129_2071
https://www.jera.co.jp/news/information/20241129_2071
https://tech-point-247.jera-cross.com/
https://tech-point-247.jera-cross.com/
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP673713_V20C24A6000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP673713_V20C24A6000000/
https://www.jera.co.jp/news/information/20241010_2033
https://www.jera.co.jp/news/information/20241010_2033
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実証取組例：時間単位証書の生成などGHGプロトコル改定に向けた準備を進めている

時間単位証書の生成(Google Cloud) Hourly Matchingの実証実験(NTTグループ)

Source：JERA Cross プレスリリース

先行実証 ロードマップ
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セグメント別の分析必要性：電力需要カーブのパターンにより、最適な再エネ調達手段は異なる
為、事業ごとに調達ポートフォリオを検討することが肝要

午前 午後 夕方 夜午前 午後 夕方 夜

主に日中に電力を利用 24時間電力を利用

余剰発電分が発生

• 余剰を出さずに太陽光を導入でき、経済性が高い • 太陽光を入れすぎると余剰が発生し経済性が悪化

太陽光 風力 水力 地熱

需要カーブに応じ、
最適な再エネ種・導入量が異なる

先行実証 ロードマップ
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将来不確実性：複数シナリオでJEPX価格や証書の将来価格予測を行う

2025 2030 2035 2040 2045 2050

JEPX価格予測 証書需給ギャップ・将来価格予測

先行実証 ロードマップ

有効なパラメーターを見極め、複数シナリオで将来価格を推計
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最適再エネポートフォリオ策定：セグメント/全社で最適な再エネ導入ミックス・コスト可視化

先行実証 ロードマップ
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お問い合わせ先

GX/脱炭素戦略、再エネ調達について、是非お気軽にご相談ください

脱炭素目標達成に向けた最適調達ポートフォリオ、GHGプロトコル対応、
CPPA供給など、本日の内容をより詳しくお聞きになりたい方はこちら

JERA Cross お問い合わせフォーム
https://www.jera-
cross.com/ja/contact?utm_source=otk&utm_medium=0915

スマートフォンからアクセス

お問い合わせ先
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